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事  業  報  告   

船橋市社会福祉協議会（以下「市社協」）では、住民が安心して暮らすことができ

る地域が求められるなか、住民相互のつながりや支え合いによる福祉のまちづくりに

向け、各事業の推進に努めました。 

本年度最終年となります『第２次船橋市地域福祉活動計画』に基づき「誰もが自分

らしく安心して暮らせる福祉のまちづくり(地域づくり)」を目指し、地域で具体的に

実行できるよう推進に努めました。 

また、平成２８年度から実施いたします『第３次船橋市地域福祉活動計画』を策定

いたしました。 

東日本大震災から５年を迎えましたが、本市においては東日本大震災を教訓にボラ

ンティアセンターの充実を図るとともに関係行政や関係ボランティア及び西部ブロ

ック地区社会福祉協議会（以下「地区社協」）と協力し「災害ボランティアセンター

立ち上げ訓練」を教育センターで行いました。 

また、災害時や緊急時の対応を図るべく、「安心登録カード事業」と「災害時要援

護者避難支援事業」の連携を図るために、市社協と地区社協はもとより地域の町会・

自治会、民生児童委員及び各関係団体などと連携・協働し、要援護者の支援対策とし

てハガキによる安否確認や見守り活動の推進に努めました。 

新たな受託事業として、高齢者になっても住み慣れた地域で安心して暮らせること

を目指し、生活支援を促進するため地域での支え合いの体制を作るため、生活支援コ

ーディネーターを昨年１２月に５地区社協に配置した。 

市社協の運営基盤強化を図る上での自主財源確保として、会費(賛助・特別・法人・

団体)の増強や自動販売機（飲料水等）設置業者の入札を行い収益の増額に努めまし

た。また、馬込斎場売店運営に伴う収益の増強を目指してきましたが、家族葬の増加

により収益が目標額を下回る結果となっておりますが、職員の削減を行い対応いたし

ました。 

市社協の自主事業であります「福祉銀行の貸付」や千葉県社会福祉協議会が実施主 



体の総合支援資金等の「生活福祉資金の貸付事業」については、離職等の生活困窮者

への支援を行ってまいりました。 

さらに高齢者等の「日常生活自立支援事業(地域福祉権利擁護事業)」の利用促進の

周知に努めた結果、利用者が増えております。また、成年後見制度利用支援事業の実

施を見据えて、市民成年後見人養成講座を開催しました。 

指定管理者として、２館（中央・南）の「老人福祉センターの管理運営」を行なっ

ておりますが、利用者に喜ばれる施設を目指し管理運営を行いました。 

 なお、「一般貸切旅客自動車借上利用事業」につきましては、ほぼ計画どおりの利

用となっております。                             

このように、さまざまな事業の推進を図るうえにおいては、全体的に考察すると、

ほぼ計画どおりに実施し、地域福祉の推進に努めることができましたが、年々共同募

金の落ち込みや馬込斎場売店売り上げの減収など財源確保には苦慮しているところ

でありますが、引き続き財源の確保に向けてさらなる検討を重ねてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



重 点 事 項 施 策 の 内 容 成   果 

１）社会福祉協議会の

基盤強化及び自主財源

の確保 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１)個人会員・賛助会員等

の増を図る 

 

会員増強のため、「ふなばし

福祉」にＰＲ記事を掲載すると

ともに、町会・自治会長宛に賛

助会員の協力依頼を行った。 

また、特別・団体・法人会員

についても協力依頼を行い、会

費総額は、前年度より増額とな

った。 

・賛助会員  24,977,967 円 

・特別会員    538,300 円 

・団体会員  1,025,000 円 

・法人会員  1,330,000 円 

合  計 27,871,267 円 

※前年度より  409,632 円増 

(２)収益事業の継続運営 馬込斎場売店運営については 

従来の形態が変わってきてい

る（家族葬の増）、売店運営に

も影響していることから、人員

を削減し対応を図った。 

 

自動販売機（飲料水）設置に

ついては、新規に工事現場にも

１か所設置し増収を図った。 

・自動販売機設置台数 

７０台 

(３)自主事業による財源確

保 

 

入れ歯回収ボックスを市役所

や老人福祉センター、地区社協

に設置し、財源確保に努めた。 

・入れ歯回収ボックス設置 29 か所 

（市役所・各地区社協など） 

・回収個数     １６１個 

・還元金   ５９，５９７円 

 



重 点 事 項 施 策 の 内 容 成   果 

２）地区社会福祉協議 

会の充実強化を図るた

めの支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１) ミニデイサービス事業 

の充実 

（２４地区で実施） 

 

全ての地区社協で実施され、

地域福祉の向上が図られたが、

実施会場の確保や若年ボラン

ティアの確保が難しいが、多く

のボランティアの協力により

実施され、地域福祉の推進が図

られた。 

・実施回数   ６０５回 

※前年度実施回数６００回 

(２)ふれあい・いきいきサ

ロン事業の充実 

（２４地区実施） 

 

公共施設（公民館等）や町

会・自治会館を利用し、高齢者

及び障がい者、子供たちが気軽

に参加し、世代を越えた仲間づ

くりの場として実施すること

により地域福祉の向上が図ら

れた。 

・実施回数  ６６７回 

※前年度実施回数６２９回 

(３)子育てサロン事業の推

進 

（２４地区実施） 

 

 

 

 

地域内で子育てについて情

報交換や相談をする場が少な

い親子を対象として情報交換

や育児相談、母親（親子）同士

が交流できる場を提供し、地域

福祉の向上が図られた。 

・実施回数 ４６８回 

※前年度実施回数４７１回 

(４)ボランティア育成事業

の充実 

（２４地区実施） 

 

 

新たなボランティア登録者

や継続したボランティア活動

を行うための研修や講座を開

催する中で、講師の派遣調整に

協力を行った。 

・実施回数 １５５回 

※前年度実施回数１５２回 

 



重 点 事 項 施 策 の 内 容 成   果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(５)地区社協広報紙の発行 

（２４地区で発行） 

 

地区社協では、年間１～６回

広報紙を全戸配布し、情報の提

供を行った。 

(６)地域福祉まつりの充実 

（２４地区で開催） 

多くの参加者を得て各種団

体との連携、交流が図られたほ

か、啓発活動にも努め、福祉へ

の関心を高めるとともに実施

内容の相談に努めた。 

・実施回数 ３４回 

(７)福祉相談事業の推進 

（２４地区で開催） 

 

 

 

 

 

 

 

地域住民の身近にあり、気軽

に相談ができる地区社協に福

祉相談窓口を地区社協に開設

し、地域の福祉機関・団体や行

政と連携しながら、福祉相談の

解決に努めた。 

・相談件数 ３，６３４件 

 児童相談    ３７５件 

介護相談    ２８２件 

 障がい児者相談  ４４件 

医療相談    １６４件 

隣人関係相談  １５７件 

家族関係相談   ８４件 

その他   ２，５２８件 

(８)自主事業の推進 

 

 

 

 

  

 

湊町地区社協 

 

 

 

 

 

地域における仲間づくり・生

きがいづくりに寄与する事業

及び住民相互のふれあい・交流

を目的とした事業を下記の地

区社協が市補助金を活用し実

施され、地域福祉の推進が図ら

れた。 

「それぃゆ大学」 

地域で助けあっていく知恵

や安全に生活していく知恵を

学ぶことが目的。 

・実施回数  １０回 

「パソコン教室」 

・実施回数  ２０回 

 



重 点 事 項 施 策 の 内 容 成   果 

 

 

 

 

 

 

夏見地区社協 

 

 

 

 

 

 

 

 

高根台地区社協 

 

 

 

 

 

 

二和地区社協 

 

 

 

 

 

三咲地区社協 

 

 

 

 

 

松が丘地区社協 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「のど自慢大会」 

 カラオケを楽しみながら異

世代間交流が目的。 

・実施回数   １回 

「スポーツ交歓会」 

 軽スポーツを楽しみながら

異世代間交流が目的。 

・実施回数   １回 

 

「多目的サロン」 

 健康づくりや生きがいづく

りの場及び防災の問題なども

組み入れ、住民意識を高めるこ

とが目的。 

・実施回数  ９２回 

 

「はつらつ健康教室」 

 健康体操を通じ、「いつまで

も健康ではつらつと過ごせる

ように」が目的。 

・実施回数  １２回 

 

「いきいき健康事業」 

 地域内の中高年の仲間づく

りと生きがいづくり、新たな人

材確保が目的。 

・実施回数  ２７回 

 

「街中清掃」 

 地域内の中学生及びその関

係者と一緒にゴミ拾いを行う

ことにより、生徒と地域住民の

交流を図ることが目的。 

・実施回数   １回 

「グラウンドゴルフ大会」 

 地域の高齢者が元気で活動

でき、交流を図ることが目的。 

・実施回数   １回 

 



重 点 事 項 施 策 の 内 容 成   果 

 坪井地区社協 

 

 

 

 

 

 

 

 

塚田地区社協 

 

 

 

 

 

 

高根・金杉地区社協 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

習志野台地区社協 

 

 

 

 

 

本中山地区社協 

 

 

 

 

 

 

「親子塾」 

 若い世代の家族へ社協事業

の参加を促す為、小学校の親子

を対象とした工作教室などを

開催し、互いに支え合う街づく

りを目指し、地域の活性化を図

ることが目的。 

・実施回数   ５回 

 

「スタッフ交流会～ボランテ

ィアの交流～」 

 ボランティアが継続して活

動できるよう、情報交換などで

交流を図ることが目的。 

・実施回数   １回 

 

「世代間融合クリスマスコン

サート」 

 クリスマスイベントを通じ

て世代間交流が目的。 

・実施回数   １回 

「ペタンク大会」 

 軽スポーツを通じての健康

づくりが目的。 

・実施回数   １回 

 

「ゆる体操」 

 健康体操を通じ「いつまでも

健康ではつらつと過ごせるよ

うに」が目的。 

・実施回数  ２３回 

 

「異世代間交流」 

 歌やゲームを通じて小学生

と高齢者の交流が目的。 

・実施回数   １回 

 

 

 



重 点 事 項 施 策 の 内 容 成   果 

 前原地区社協 「健康体操」 

血圧測定などを行い健康づく

りが目的 

・実施回数  １０回 

(９)活動拠点整備事業の推

進 

 

 

 

湊町地区社協 

 

 

高根台地区社協 

 

 

三咲地区社協 

 

 

三田習地区社協 

 

 

二宮・飯山満地区社協 

 

 

八木が谷地区社協 

 

 

高根・金杉地区社協 

 

下記の地区社協が各事業を

行うにあたり、市補助金を活用

し、安定した会場確保ができ、

地域福祉の推進が図れた。 

 

『それぃゆ』 

・実施回数  ６６回 

 

『楽し荘』 

・実施回数 ２６３回 

 

町会会館 

・実施回数  １２回 

 

市民センター 

・実施回数  ３９回 

 

町会会館 

・実施回数   ８回 

 

町会会館 

・実施回数  ４２回 

 

町会会館 

・実施回数  ２０回 

(10)ひとり暮らし高齢者等

地域交流促進事業の推進 

 

 

 

 

 

下記の地区社協で市補助金

を活用し、実施されひとり暮ら

し及び日中一人になる高齢者

で引きこもりがちな方・介護保

険認定外（自立判定者）の方の

地域交流、閉じこもり防止に努 

 



重 点 事 項 施 策 の 内 容 成   果 

 湊町地区社協 

 

海神地区社協 

 

高根・金杉地区社協 

 

三咲地区社協 

 

デイ銭湯  実施回数２４回 

 

デイ銭湯  実施回数 ８回 

 

移動ミニデイ 実施回数１回 

 

移動ミニデイ 実施回数１回 

 

（11)地区社協事務局員の

充実強化 

 

 

 

 

 

 

多様化する福祉ニーズに対

応 

できるようブロックごと等で

事務局員の研修を実施すると

ともに、資質の向上に努め、ま

た、市社協と地区社協の事務調

整の連携に努めた。 

 

(12)地区社協の育成及び支

援 

 

 

 

 

３地区社協（湊町・塚田・豊

富）は独自のホームページなど

を開設し、情報提供に努めた。 

また、主要５事業の拡充及び 

自主事業の充実強化に努めた。 

 

３）地域福祉活動計画

の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１)第２次活動計画の促

進 

 

 

 

 第２次活動計画の推進を図

るため「平成２６年度第２次活

動計画進捗状況報告書」を作成 

 

（２）第３次活動計画の策

定 

 

 

 第２次活動計画の活動計画

が今年度で終了するにあたり、

地域福祉を計画的・継続的に進

めるため、それに続く計画とし

て「第３次活動計画」を策定し

た。 

・策定委員会の開催 ９回 

・住民説明会の開催 ３会場 

・パブリックコメントの実施 

 



重 点 事 項 施 策 の 内 容 成   果 

４）安心登録カード事

業の促進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１)安心登録カード事業の

推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害時及び緊急時における要

援護者の救援・支援を図るた

め、「安心登録カード事業」に

ついて２４地区社協全てで実

施している。 

 引続き、行政（市）が進めて

いる「災害時要援護者避難支援

事業」との連携を図るため、事

務支援の整備に努める。 

◆安心登録カード事業登録者数 

・登録者数   １８，１１１人 

・内訳 (男:7,061 人・女:11,050 人) 

◆電話等見守り活動 

・実施地区社協 １６地区 

（高齢者福祉課対象２地区含む） 

・延見守り回数１４，９０５回 

・延見守り対象者数 

       ５，０５９人 

・延見守り活動者数 

         ３７１人 

 

５）ボランティアセン

ター事業の充実 

 

 

 

 

 

(１)ボランティアセンター

の運営 

 

 

 

 

 

ボランティアの相談及び登

録業務を地区社協等の協力を

得て行った。 

また、専門的なボランティア

講座等も開催し、知識や技術の

向上に努めるとともに、入門講

座も開催し、新たなボランティ

アの発掘や活動の意識を深め

た。 

・新規ボランティア依頼 ２１１件 

・ボランティア登録人数 

         ４，２６８人 

【内訳】 グループ ２０６ 

４，０２０人 

個人 ２４８人 

 

 

 



重 点 事 項 施 策 の 内 容 成   果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◆東日本大震災被災者支援の災害ボ

ランティア登録数 ７５人 

 【内訳】 

市内   ６６人 

 市外    ９人 

    県外    ０人 

 

(２) ボランティア団体との

連絡 

 

 

 

 

 

 

ボランティア連絡協議会が

行う研修会や隔月行っている

運営委員会に出席し、連絡調整

に努めた。 

また、各グループの活動に対

し、助言及び協力支援に努め

た。 

 

(３)ボランティア研修・講

座の開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修及び講座等を主催・共催

し、ボランティアの心得や知

識・技術を身につけるため、研

修内容の充実を図り、資質の向

上に努めた。 

また、ボランティア同士の情

報交換の場として交流会も開

催し、支援に努めた。 

 

・中学生ボランティア養成講座 

２２人 

・シニアボランティア研修会 

           １１９人 

・ボランティア交流会 

 「障がい者と集う」 １３７人 

・ふれあい交流会 

「ふる里学舎」    ３６人 

・地域に飛び出せ！！ 

ふなばし夏のボランティア体験 

           ２０２人 

 

 

 



重 点 事 項 施 策 の 内 容 成   果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(４)福祉教育の推進 

 

※市社協指定校 

小学校 54 校 

中学校 27 校 

高 校 15 校 

 

 

推進指定校としての取り組

みでは、学校での体験学習に対

する車椅子及び高齢者擬似体

験に伴う指導や用具の貸出し

に努めるとともに、職員及びボ

ランティアを派遣し、体験学習

の支援に努めた。 

 

(５)福祉用具等の貸し出し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車椅子の必要な方や地域福

祉まつり、ボランティア入門講

座や研修会、学校の体験学習に

貸出しを行い、福祉の推進に努

めた。 

・車椅子体験及び貸出件数 

１５件：１１７台 

・高齢者擬似体験用具貸出件数 

１６件：１１０箱） 

・アイマスクの貸出件数 

１２件：５９７個 

・点字板の貸出件数 

１件：１０枚 

・白杖貸出件数  １件：６本 

・車椅子貸出件数 ６６件 

 

６）災害時ボランティ

ア活動等の検討 

 

 

 

 

 

 

 

(１)災害時ボランティア活

動等の検討 

 

災害時ボランティアセンタ

ー立ち上げ訓練をすることで、

関係機関・団体と情報の共有を

図った。 

・立ち上げ訓練の実施 

開催日：Ｈ２７年７月４日(土) 

場  所：船橋市総合教育センタ

ー・視聴覚センター 

参加者数： ７4 人 

 

・シェイクアウト訓練の実施 

開催日：Ｈ２７年８月３１日 

参加者数：１８人 

 

 



重 点 事 項 施 策 の 内 容 成   果 

７）ふなばし高齢者等

権利擁護センター事業

の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１)市民に対する制度の周

知徹底と利用促進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※主な相談内容（相続・成年後見、

遺言） 

 

 

 

 

 

判断能力が十分でない高齢

者や障がいのある方が自立し

た地域生活を送れるよう、生活

支援員（１５人）の協力及び関

係機関との調整を図り支援に

努めた。 

また、成年後見制度の周知と

市民後見人の養成を目的とし

て「初心者のための市民後見人

養成講座」を行った。 

開催日：Ｈ２８年２月６日・２０日 

場所 ：中央公民館第３・８集会室 

修了者：２５人 

（申込者：３９人） 

【権利擁護センター】 

・権利擁護相談延件数 

１４５件 

・全体の契約件数  ６０件 

・新規契約件数   ２３件 

・解約件数     １２件 

・高齢者法律相談受付件数 

３５件 

８）低所得対策事業の

促進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１ )低所得対策事業とし

て、福祉銀行・生活福祉資

金の貸付 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉銀行の貸付及び償還につ

いては、生活支援課との連携強

化に努めた。また、滞納者につ 

いては督促状を送り、償還率ア

ップに努めた。 

 また、生活福祉資金について 

は、難しいケースへの貸付で

は、民生児童委員と連携を図る

とともに償還指導についても

民生児童委員の協力を得、強化

を図った。 

 

・福祉銀行貸付 

相談件数  ３，０３３件 

金銭交付     ６９件 

      ２０，３７０円 



重 点 事 項 施 策 の 内 容 成   果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金銭貸付       ８２６件 

     ９，３９３，２００円 

償還金  

８，８６５，９９０円 

・生活福祉資金貸付 

 相談件数  １，８０6件 

教育支援資金 ５１件 

６３，９３６，９００円 

福祉資金福祉費 ３５件 

１０，７３５，６００円 

緊急小口資金  ３１件 

２，８６８，３００円 

総合支援資金   １件 

３６０，０００円 

臨時特例つなぎ資金 ０件 

０円 

  不動産担保型生活資金 ０件 

             ０円 

  要保護世帯向け不動産担保型 

生活資金      ６件 

 ５１，３１３，４００円 

  生活復興支援資金  ０件 

 ０円 

※生活福祉資金の償還は県社協が事

務処理 

 

９）老人福祉センター

管理運営の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１)老人福祉センターの運

営充実 

 

老人福祉センターを利用す

ることにより、高齢者の生きが

い健康づくり及び教養の向上

が図られるよう各種相談活動

やサークル活動、クラブ活動な

どの促進に努めた。 

・中央人福祉センター 

利用者累計（６１，７０８人） 

１日平均利用者数（２０６人） 

・南老人福祉センター 

利用者累計（６０，９９６人） 

１日平均利用者数（２０７人） 

 



 

重 点 事 項 施 策 の 内 容 成   果 

１０）高齢者・障がい

者などの地域生活の支

援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１)在宅福祉サービス事業

の促進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢者や障がい者の方々の通

院、施設への入所、ミニデイサ

ービス事業への送迎に貸出を

行い、在宅福祉の向上が図られた。 

・リフトカー貸出延利用者数 

２９人 

 

在宅福祉の一環として家事

援助活動が多くのボランティ

アの協力によって実施された。 

・住民参加型在宅福祉活動（たすけあ

いの会） 

（実践把握団体数 ３６団体） 

 

・お休み処第１号 

「ホッところ咲が丘」 

来場者  延３，４６６人 

１日平均    １６人 

ボランティア数 １８人 

 

・お休み処第３号 

「ほっとスクエア夏見」 

  来場者  延３，９８６人 

   １日平均    １８人 

   ボランティア数 ２２人 

 

(２)地域包括ケアシステム

の構築 

 

 高齢者になっても住み慣れ

た地域で安心して暮らせるこ

とを目指し、生活支援を促進す

るため地域での支え合いの体

制を作るため、生活支援コーデ

ィネーターを各地区社協に配

置した。 

 

・配置地区社協  ５地区 



重 点 事 項 施 策 の 内 容 成   果 

１１）福祉情報の提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１)ふなばし福祉の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広報紙を全戸配布すること

により地域住民に福祉に対す

る理解が得られるよう年３回

発行し、情報提供に努めた。 

・発行号数     

84 号から 86 号 

発行部数 594,000 部 

・インターネットを活用した情

報提供に努めた。 

・ホームページの活用 

 アクセス件数３９，９４６件 

 

１２）市受託事業の効

率的運営とサービスの

向上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１)福祉リフトカーの運行

促進 

 

 

 

 

 

障がい者やねたきり高齢者

の通院など、２台のリフトカー

により利用者のサービスに努

めた。 

・運行回数    ３３９回 

・利用者数     １４３人 

 

(２)米寿記念写真事業の促

進 

 

 

 

 

 

 

写真ボランティアの協力を

得て、米寿記念写真を撮影し

た。 

・撮影者     ５６人 

 （該当者 １，６６３人） 

※１０月に市役所１階ロビー

にて写真展を開催し、市民への

ＰＲに努めた。 

(３) 老人クラブ自動車支援

事業の促進 

（福祉バスの運行） 

 

年間を通して多くの老人ク

ラブに利用されており、特に安

全運行に注意をし、老人クラブ

会員の研修及び親睦のための

支援に努めた。 

・運行回数     １４５回 

・利用者  延４，７４９人 

 

 

 

 



重 点 事 項 施 策 の 内 容 成   果 

１３）次代を担う青少

年の健全育成事業の支

援 

 

(１)市内青少年の健全育成

及び非行防止 

 

当会が設置する子どもの遊

び場の点検を行い、事故防止に

努めた。また、青少年の健全育

成を図るため、少年少女団体連

絡協議会や青少年関係団体等

との連携を図り、事業に対する

助成及び団体の育成に努めた。 

・子どもの遊び場  １3 ヶ所 

・おもちゃの図書館の運営 

東図書館 利用者延 １８４人 

西図書館 利用者延  ６９人 

１４）社会福祉協議会 

の運営・事業の透明化 

 

(１)情報の開示 

 

 

事務関係資料の整理整頓に

努めた。 

・開示件数      ２件 

(２)個人情報の安全管理 保有する個人情報の適正な

管理を行い、安全確保に努めた 

 

１５）福祉サービス利

用者保護のための体制

整備 

 

(１)福祉サービスに対して

の苦情解決 

 

市民からの苦情に速やかな

対応を図るため、第三者委員会

を設置している。要望や苦情に

対しては、速やかな対応に努め

た。 

・苦情・要望件数   ７件 

・第三者委員会の開催 ０回 

１６）社会福祉事業振 

興貸付事業の促進 

 

(１)高齢者、障害者施設及

び保育施設の整備支援 

社会福祉事業振興資金は、施

設の新設や増改築費として活

用され、社会福祉法人や施設利

用者にとっての利便が図られ

た。 

・１６年度～２６年度までの 

貸付件数  

１０件 

・２７年度      １件 

 

 

 

 



重 点 事 項 施 策 の 内 容 成   果 

１７）共同募金事業の

推進 

 

 

(１)共同募金会船橋市支会

事業の実施及び地域配分の 

効果的活用 

 

民間社会福祉事業を支援す

る役割があることから、市民に

信頼と理解を得るため、広報紙

でのＰＲ及び街頭募金の実施

に努めた。 

なお、「支え合いといたわり

合いの地域づくり」を目指し、

効果的な活用に努めた。 

・配分額 

１６，０７７，０００円 

※前年比５５６，０００円減 

(２)歳末たすけあい募金の

適正配分 

 

 

 

 

配分委員会により適正配分

を図ることにより、要保護世帯

などに対し、福祉の増進に努め

た。 

・配分額 

２２，１９２，０９７円 

※前年比９０２，４５４円増 

１８）その他の事業 

 

(１)「一般貸切旅客自動車

借上バス」の運行 

多くの福祉関係団体等が視

察研修ができるよう利用促進

及び安全運転に努めた。 

 

・運行回数     １３１回 

（内リフト付きバス６回） 

・利用者   延４，４２８人 

(２)老人クラブ自動車支援

事業の促進（バス借上げ料補

助） 

 

老人クラブ会員の研修など

のためのバス借上げ支援に努

めた。 

 

・運行回数     ４６回 

・利用者  延１，３９７人 

(３)各種団体との連携強化 各種団体及び福祉施設との

連携強化により、地域福祉の推

進が図られた。 

 

 

 


